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本
総
代
会
は
総
代
総
数
95
名

の
う
ち
、
出
席
86
名
・
委
任
状

７
名
・
欠
席
２
名
と
い
う
こ
と

で
定
款
第
43
条
の
１
の
規
定
に

よ
り
成
立
し
た
。

　

理
事
長
あ
い
さ
つ
の
後
、
新

任
県
講
師
に
委
嘱
状
が
手
渡
さ

れ
激
励
し
た
。

　

続
い
て
役
員
表
彰
６
名
、
従

業
員
表
彰
１
名
の
表
彰
式
が
行

わ
れ
た
。

　

次
に
、
列
席
さ
れ
た
来
賓
よ

り
祝
辞
を
頂
戴
し
た
後
、
表
彰

者
代
表
よ
り
謝
辞
が
述
べ
ら
れ

た
。
以
上
で
開
会
式
典
は
終
了

し
、
休
憩
を
挟
ん
だ
の
ち
付
議

事
項
審
議
に
入
っ
た
。

　

付
議
事
項
審
議
で
は
、
議
長

吉　田　商　店
吉　田　　　正
伊 勢 崎 市 境 栄 8 9 3

☎0270（74）0516　FAX0270（74）0516

オリオン商事株式会社
高　橋　利　人

高 崎 市 飯 塚 町 1 0 5 8
☎027（363）0567　FAX027（363）1518

群馬理器株式会社
武　井　文　貴

前 橋 市 上 長 磯 町 1 7 9
☎027（261）6660　FAX027（261）6578

株式会社　タムラ
田　村　房　男

前 橋 市 六 供 町４丁目８番 16
☎027（243）6555　FAX027（223）2746

有限会社　武井商店
武　井　道　夫

高 崎 市 並 榎 町 6 9 － 9
☎027（364）4771　FAX027（364）4772

群馬県理器商組合

団
と
し
て
議
長
に
大
島
克
己
氏

（
伊
勢
崎
）、
副
議
長
に
岸
由
郎

氏
（
高
崎
）、永
井
洋
平
氏
（
渋

川
）
が
選
出
さ
れ
、
以
下
の
議

案
が
議
場
に
諮
ら
れ
た
。

◆
議
案
第
１
号

　

令
和
５
年
度
事
業
報
告
承
認

　

に
関
す
る
件

◆
議
案
第
２
号

　

令
和
５
年
度
収
支
決
算
承
認

　

に
関
す
る
件

◆
議
案
第
３
号

　

令
和
６
年
度
事
業
計
画（
案
）

　

承
認
に
関
す
る
件

◆
議
案
第
４
号

　

令
和
６
年
度
収
支
予
算（
案
）

　

承
認
に
関
す
る
件

◆
議
案
第
５
号

　

令
和
６
年
度
借
入
金
・
貸
付

　

限
度
額
承
認
に
関
す
る
件

◆
議
案
第
６
号

◆
役
員
表
彰

　

角
田　
　

元　
　
　
（
前
橋
）

　

南
雲　

良
久　
　
　
（
前
橋
）

　

松
井　

透
光　
　
　
（
桐
生
）

　

加
藤　

聖
子　
　
　
（
桐
生
）

　

内
田　

政
雄　
　
（
伊
勢
崎
）

　

齊
藤　

秀
一　
　
　
（
吾
妻
）

◆
従
業
員
表
彰

〇
５
年
以
上
勤
続
従
業
員
表
彰

　

春
山　
　

葵　
　
　
（
前
橋
）

理
事
長

　

山
口　

幸
一　
　
　
（
吾
妻
）

副
理
事
長
・
教
育
広
報
部
長

　

信
澤　

健
生　
　
　
（
前
橋
）

副
理
事
長
・
事
業
部
長

　

松
本　

眞
吾　
　
　
（
碓
氷
）

常
務
理
事
・
総
務
組
織
部
長

　

金
井　

照
夫　
　
　
（
渋
川
）

常
務
理
事
・
経
理
部
長

　

田
島　
　

院　
　
　
（
太
田
）

常
務
理
事
・
共
済
部
長

　

日
向
野
文
吉　
　
　
（
高
崎
）

理
事
・
共
済
副
部
長

　

田
村　
　

明　
（
利
根
沼
田
）

理
事
・
教
育
広
報
副
部
長

　

久
保
弥
寿
志　
　
　
（
吾
妻
）

理
事
・
教
育
広
報
副
部
長

　

横
塚　

千
明　
　
　
（
邑
楽
）

理
事
・
事
業
副
部
長

　

野
村　

明
広　
　
　
（
桐
生
）

理
事
・
総
務
組
織
副
部
長

　

坂
田　

和
典　
　
（
伊
勢
崎
）

理
事
・
総
務
組
織
副
部
長

　

野
口　

忠
司　
　
　
（
多
野
）

理
事
・
経
理
副
部
長

　

茂
木　

邦
行　
　
　
（
甘
楽
）

監　

事

　

小
沼　

義
和　
（
利
根
沼
田
）

監　

事

　

大
島　

克
己　
　
（
伊
勢
崎
）

監　

事

　

茂
木　

克
好　
　
　
（
碓
氷
）

顧　

問

　

今
泉　

森
夫　
　
　
（
太
田
）

　

本
日
は
、
第
67
期
通
常
総
代

会
に
た
く
さ
ん
の
方
々
の
ご
出

席
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
来
賓
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
大
変
お
忙
し
い

中
、
ご
出
席
を
賜
り
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
三
年
と

て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
の
業
界
と
い
い
ま
す
と
、

コ
ロ
ナ
禍
の
大
変
な
事
態
が
続

い
た
後
、
徐
々
に
落
ち
着
い
て

き
た
も
の
の
、
物
価
高
と
い
う

こ
と
で
非
常
に
厳
し
い
状
況
が

続
い
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、

三
年
間
何
と
か
組
合
員
皆
様
の

サ
ロ
ン
が
良
く
な
る
よ
う
に
、

労
働
生
産
性
を
上
げ
よ
う
と
い

う
施
策
を
講
じ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
本
日
の
総
代
会
事
業
報
告

の
中
に
、
私
の
コ
メ
ン
ト
が
書

か
れ
て
い
ま
す
が
「
一
年
目
は

一
生
懸
命
種
を
ま
き
、
二
年
目

に
成
長
さ
せ
、
そ
し
て
三
年
目

に
は
花
を
咲
か
せ
る
」
と
い
う

気
持
ち
で
、
こ
の
三
年
間
努
め

て
ま
い
り
ま
し
た
。
役
員
の
お

陰
で
、
ま
た
組
合
員
の
皆
様
の

お
陰
で
、
七
分
咲
き
で
は
あ
り

ま
す
が
結
果
を
出
せ
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
厳
し
い

状
況
に
な
っ
て
い
く
と
思
わ
れ

ま
す
が
、
皆
様
の
気
持
ち
と

我
々
の
気
持
ち
を
一
つ
に
し
、

一
生
懸
命
こ
の
業
界
を
良
く
で

き
る
よ
う
に
、
今
後
も
努
力
精

進
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
本
日
は
長
丁
場
と
な

り
ま
す
が
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

以
上
、
ご
挨
拶
に
か
え
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

定
款
並
び
に
定
款
施
行
規
約

　

の
変
更
に
関
す
る
件

　

各
議
案
と
も
賛
成
多
数
に
よ

り
全
議
案
が
承
認
さ
れ
た
。

　

役
員
改
選
で
は
、
引
き
続
き

山
口
幸
一
氏
が
理
事
長
に
選
ば

れ
、
各
常
務
理
事
・
理
事
が
決

定
し
た
。

い
う
の
は
非
常
に

早
い
も
の
で
、
私

が
理
事
長
を
拝
命

し
て
か
ら
、
あ
っ

と
い
う
間
に
月
日

が
流
れ
ま
し
た
。

組
合
の
皆
様
に
は

多
大
な
る
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
こ

の
場
を
お
借
り
し

で
「
よ
り
健
康
的
」
に
、
心
身

を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
た
め
に

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
皆
様
に
期
待

さ
れ
る
役
割
や
活
躍
の
場
面

は
、
よ
り
一
層
広
が
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
皆
様
に
は
、
こ

れ
か
ら
も
、
地
域
に
密
着
し
た

よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に

御
尽
力
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

す
べ
て
の
県
民
が
、
健
康
で
活

き
活
き
と
活
躍
し
、
幸
福
を
実

感
で
き
る
社
会
の
実
現
に
向
け

て
、
引
き
続
き
、
御
理
解
、
御

協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
群
馬
県
理
容
生
活

衛
生
同
業
組
合
の
益
々
の
御
発

展
と
御
列
席
の
皆
様
の
御
健
勝

を
祈
念
申
し
上
げ
、
お
祝
い
の

言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

　

食
品
生
活
衛
生
課
次
長

関　

治
之
氏　

代
読

新役員の方々

挨拶に立つ山口幸一理事長

理
事
長
あ
い
さ
つ

群
馬
県
知
事　

山
本　

一
太
氏

　

群
馬
県
理
容
生
活
衛
生
同
業

組
合
の
第
67
期
通
常
総
代
会
が

盛
大
に
開
催
さ
れ
る
に
あ
た

り
、
一
言
お
祝
い
を
申
し
上
げ

ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
日
頃
か
ら
理
容
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
を
通
じ
て
、
県
民
生
活

の
向
上
に
貢
献
さ
れ
る
と
と
も

に
、
本
県
の
生
活
衛
生
行
政
の

推
進
に
対
し
格
別
な
御
理
解
と

御
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

た
だ
今
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま

し
た
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
栄
え
あ
る
受
賞
、
誠
に
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後

も
理
容
技
術
の
向
上
や
理
容
業

界
の
発
展
の
た
め
、
よ
り
一
層

の
御
活
躍
を
さ
れ
ま
す
よ
う
ご

期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
、
五
類
感
染
症
に

位
置
づ
け
ら
れ
て
か
ら
一
年
が

経
過
し
ま
し
た
。
人
・
モ
ノ
・

経
済
・
社
会
の
動
き
が
活
発
化

し
、
私
た
ち
の
日
常
が
戻
り
つ

つ
あ
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す

が
、
本
県
と
い
た
し
ま
し
て
は

引
き
続
き
次
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

に
備
え
た
体
制
を
整
備
す
る
な

ど
県
民
の
皆
さ
ん
の
命
や
健
康

を
守
る
た
め
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

理
容
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

県
民
の
日
常
生
活
に
密
着
し
た

欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
、「
よ
り
清
潔
」

来
賓
あ
い
さ
つ

第
67
期
通
常
総
代
会
を
開
催

第第
6767
期期
通通
常
総
代
会
を
開
催

常
総
代
会
を
開
催

第
67
期
通
常
総
代
会
を
開
催

役員表彰を受賞された方々

新
理
事
紹
介

新
任
講
師
紹
介

岸由郎新任講師

役
員
表
彰
・
従
業
員
表
彰

総
代
会
・総

会
概
要
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関
東
甲
信
越
大
会
の
結
果

・
第
１
部
門

ク
ラ
シ
カ
ル
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル

第
２
位　

ラ
モ
ス
ト
シ
オ
選
手

・
第
３
部
門　

HairCreation

２
０
２
４
ラ
・
ソ
ア
ー

第
２
位　

関
根　
　

彗　

選
手

　

ま
た
、
群
馬
県
の
他
選
手
も

好
成
績
を
残
し
た
。

　

上
記
２
名
の
選
手
は
10
月
開

催
の
全
国
大
会
に
出
場
す
る
。

全
国
大
会
で
も
表
彰
台
に
上
が

れ
る
よ
う
期
待
し
た
い
。

　
（
講
師
会　

田
村　

哲
也
）

　
　
（
講
師
会　

舘
野　

太
郎
）

　

ま
ず
連
合
会
が
企
画
す
る
国

庫
事
業
の
ひ
と
つ
「
儲
か
る
業

づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
」を
活
用
し
、

県
下
12
支
部
で
「
儲
か
る
た
め

の
講
習
会
」「
価
値
観
を
上
げ

る
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
」
を
実
施

し
ま
す
。

　

組
合
員
だ
か
ら
こ
そ
得
ら
れ

る
情
報
と
知
識
と
技
術
が
あ
り

ま
す
。「
群
馬
県
理
容
組
合
の

組
合
員
」
は
一
つ
の
ブ
ラ
ン
ド

と
自
覚
し
、
誇
り
と
自
信
を
持

っ
て
サ
ロ
ン
経
営
を
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
組
合
員
か

ら
必
要
と
さ
れ
る
た
め
の
改
革

と
し
て
、
群
馬
県
独
自
の
共
済

や
脱
退
防
止
策
も
検
討
、
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
ご
協
力

の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

皆
様
の
サ
ロ
ン
が
よ
り
繁
盛

す
る
こ
と
を
願
い
、
再
任
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

群
馬
県
理
容
組
合　

理
事
長

　
　
　
　
　
　
　

山
口　

幸
一

　

第
67
期
総
代
会
・
総
会
に
お

い
て
引
き
続
き
理
事
長
を
務
め

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
組
合

員
の
皆
様
に
多
大
な
る
ご
協
力

を
賜
り
、
一
期
目
を
遂
行
す
る

こ
と
が
で
き
た
こ
と
心
よ
り
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
「
組
合
員
に
必

要
と
さ
れ
る
組
合
作
り
」
を
テ

ー
マ
に
、
こ
れ
ま
で
の
「
労
働

生
産
性
を
上
げ
る
」
こ
と
に
付

随
し
「
価
値
観
を
上
げ
る
」
を

目
標
に
し
て
ま
い
り
ま
す
。　

経
理
部
長　
　
　

田
島　
　

院

　

コ
ロ
ナ
禍
は
事
業
推
進
が
困

難
で
し
た
が
、
連
合
会
か
ら
の

補
助
金
で
多
く
の
事
業
を
実
施

し
、
な
か
で
も
労
働
生
産
性
向

上
化
事
業
に
は
多
く
の
反
響
と

理
解
を
賜
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
組
合
員
数
は
減
少

し
続
け
、
三
年
前
と
比
べ
賦
課

金
は
数
百
万
円
の
減
収
。
各
事

業
、
講
習
会
や
競
技
会
、
役
員

の
皆
様
に
経
費
節
減
の
多
大
な

協
力
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
総
代
会
に
お
い
て
理
事

長
か
ら
は
「
こ
の
三
年
間
は
賦

課
金
を
上
げ
な
い
」
と
言
明
を

頂
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
事

業
費
収
入
を
増
や
す
た
め
に

も
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い

致
し
ま
す
。

　

４
月
15
日
（
月
）
に
第
71
回

群
馬
県
理
容
競
技
大
会
が
前
橋

プ
ラ
ザ
元
気
21
で
開
催
さ
れ

た
。
出
場
選
手
は
第
１
部
門
２

名
、
第
３
部
門
１
名
と
少
な
い

人
数
で
は
あ
っ
た
が
３
名
と
も

実
力
の
あ
る
選
手
で
素
晴
ら
し

い
作
品
を
創
り
上
げ
た
。

共
済
部
長　
　
　

日
向
野
文
吉

　

組
合
員
の
皆
様
に
は
ご
理
解

ご
協
力
を
賜
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
共
済
事
業
は
高
齢
化
に

よ
る
廃
業
・
脱
退
と
加
入
者
減

少
で
大
変
厳
し
い
運
営
状
況
で

す
。
理
容
組
合
の
団
体
割
引
は

少
な
い
掛
け
金
で
保
障
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
よ
り
療
養
保
障

（
所
得
・
医
療
コ
ー
ス
）
で
給

付
金
改
訂
が
あ
り
ま
す
が
、
掛

金
は
据
置
で
す
。各
支
部
で「
共

済
に
入
っ
て
良
か
っ
た
」
と
感

じ
て
頂
け
る
よ
う
事
業
推
進
に

努
め
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
指

導
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

副
理
事
長　

事
業
部
長

　
　
　
　
　
　
　

松
本　

眞
吾

　

日
頃
よ
り
事
業
部
の
ご
利
用

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

事
業
部
で
は
組
合
員
の
皆
様

一
人
一
人
末
端
ま
で
、
商
品
、

商
材
を
ご
周
知
頂
く
事
を
目
標

に
責
任
を
持
っ
て
活
動
を
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
、
少
し
で
も
県
組
合
に
対
し

貢
献
で
き
る
様
、頑
張
り
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を

お
願
い
致
し
ま
し
て
挨
拶
と
か

え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

前
総
務
部
長　
　

橋
本　

哲
夫

　

県
組
合
総
務
部
長
在
任
中
は

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

理
事
長
を
は
じ
め
、
理
事
の

皆
様
か
ら
ご
指
導
、
ア
ド
バ
イ

ス
を
頂
き
、
事
務
局
の
協
力
も

得
な
が
ら｢

安
定
し
た
よ
り
良

い
組
合｣

を
目
指
し
、
組
合
活

動
の
ま
と
め
役
と
し
て
三
年
間

務
め
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
を
賜

り
ま
し
た
こ
と
を
、
改
め
て
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
県
組
合
の

益
々
の
発
展
を
祈
念
致
し
ま
し

て
退
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。

ラモス選手

前橋市小相木町1-6-6　TEL 027（255）5511　FAX 027（255）5522

その人のニーズに合わせた保険をご提案

株式会社インターアクトコンサルティング

副
理
事
長　

教
育
広
報
部
長

　
　
　
　
　
　
　

信
澤　

健
生

　

理
事
と
し
て
は
二
期
目
に
な

り
ま
す
。
今
年
度
か
ら
合
併
し

た
教
育
及
び
広
報
活
動
は
、
組

合
員
の
皆
様
に
と
っ
て
最
も
身

近
な
存
在
だ
と
思
い
ま
す
。
組

合
活
性
化
の
為
に
取
り
組
み
、

皆
様
に
喜
ば
れ
、
社
会
貢
献
に

な
る
事
業
を
企
画
、
実
施
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
副
理
事
長
と
し
て
は
、

よ
り
一
層
組
合
の
た
め
に
努
め

組
合
員
の
た
め
の
組
合
に
な
る

よ
う
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

総
務
組
織
部
長　

金
井　

照
夫

　

組
織
部
で
は
パ
ソ
コ
ン
教

室
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

を
。
青
年
女
性
部
と
し
ま
し
て

は
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
、
ス
マ
イ

ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
続
行
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

他
に
も
実
施
出
来
る
よ
う

に
、
皆
様
か
ら
ご
提
案
を
頂
け

た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

総
務
部
で
は
、
県
事
業
が
滞

り
な
く
行
わ
れ
る
よ
う
努
力
致

し
ま
す
。
至
ら
な
い
点
が
あ
り

ま
し
た
ら
ご
指
導
頂
け
ま
す
と

幸
い
で
す
。
三
年
間
宜
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

前
共
済
部
長　
　

福
田　
　

猛

　

桐
生
支
部
長
を
務
め
な
が
ら

県
共
済
部
長
の
役
割
を
充
分
に

果
た
せ
た
の
か
と
悔
い
が
残
り

ま
す
が
、
桐
生
支
部
代
表
と
し

て
の
責
任
は
果
た
せ
た
か
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
理
事
会

で
も
県
独
自
の
新
し
い
保
険
や

制
度
を
熟
慮
し
て
い
く
と
の
こ

と
で
す
の
で
、
是
非
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

30
年
間
、
組
合
役
員
と
し
て

関
わ
れ
た
事
、
出
会
っ
た
仲
間

の
皆
様
に
感
謝
し
て
退
任
の
挨

拶
と
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
６
月
11
日
（
火
）

第
68
回
関
東
甲
信
越
理
容
競
技

大
会
が
大
田
区
産
業
プ
ラ
ザ

「
Ｐ
ｉ
Ｏ
」
に
て
行
わ
れ
た
。

　

今
年
か
ら
選
手
は
フ
リ
ー
参

加
と
な
り
、
東
京
都
大
会
と
同

時
開
催
と
な
っ
た
。
群
馬
県
は

第
１
部
門
に
渋
川
支
部
ラ
モ
ス

ト
シ
オ
選
手
、
太
田
支
部
星
択

弥
選
手
、
第
３
部
門
に
前
橋
支

部
関
根
彗
選
手
が
出
場
。
会
場

は
企
業
の
展
示
ブ
ー
ス
や
フ
ー

ド
コ
ー
ナ
ー
、
ス
テ
ー
ジ
セ
ミ

ナ
ー
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど

が
行
わ
れ
、
選
手
の
熱
気
と
共

に
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
。

　

全
国
大
会
に
繋
が
る
４
部
門

は
も
ち
ろ
ん
、
東
京
都
の
若
手

や
学
生
が
出
場
す
る
部
門
も
大

勢
の
選
手
が
出
場
し
、
皆
一
生

懸
命
競
技
に
取
り
組
ん
で
い

た
。
昨
今
、
後
継
者
不
足
や
若

手
理
容
師
の
減
少
等
で
競
技
大

会
も
縮
小
傾
向
に
あ
る
が
、
頑

張
っ
て
い
る
選
手
た
ち
を
見

て
、
若
手
育
成
や
理
容
技
術
の

継
承
が
で
き
る
競
技
大
会
は
大

切
だ
と
感
じ
た
。

退
任
理
事
あ
い
さ
つ

県
競
技
会
か
ら

第
68
回

関
東
甲
信
越

理
容
競
技
大
会
へ

関根選手

県大会出場選手の方々

か
っ
た
り
と
盛
り
上
が
り
、
３

ゲ
ー
ム
は
あ
っ
と
い
う
間
に
終

わ
っ
た
。

　

第
15
期
県
青
年
女
性
部
の
初

イ
ベ
ン
ト
が
無
事
に
で
き
た
こ

と
を
嬉
し
く
思
う
。
次
回
開
催

も
た
く
さ
ん
の
方
に
参
加
し
て

頂
き
た
い
。

（
青
年
女
性
部　

星
野　

篤
生
）

県
親
善

県
親
善

ボ
ウ
リ
ン
グ

ボ
ウ
リ
ン
グ大

会
大
会

女性の部優勝　桐生Aチーム

男性の部優勝　前橋チーム

　

６
月
24
日
（
月
）
第
39
回
県

親
善
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
が
前
橋

エ
メ
ラ
ル
ド
ボ
ウ
ル
に
て
開
催

さ
れ
た
。

　

参
加
者
57
名
。
１
チ
ー
ム
３

名
に
て
ゲ
ー
ム
開
始
。

　

日
頃
か
ら
練
習
し
て
い
る

方
、
久
し
ぶ
り
の
方
も
共
に
プ

レ
ー
を
楽
し
ん
だ
。

　

連
続
ス
ト
ラ
イ
ク
で
ハ

イ
タ
ッ
チ
を
し
た
り
、
ガ

新
任
理
事
長
・

常
務
理
事
あ
い
さ
つ

タ
ー
で
悔
し
が
っ
た
り
、
思
っ

て
い
た
結
果
が
出
た
り
出
な
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り
が
ち
だ
が
、
仕
上
が
っ
た
モ

デ
ル
は
雰
囲
気
も
良
く
、
10
代

か
ら
ミ
ド
ル
世
代
ま
で
幅
広
く

ご
提
案
で
き
る
と
感
じ
た
。

　

経
営
的
な
話
も
あ
り
営
業
時

間
の
短
縮
や
料
金
ア
ッ
プ
、
週

休
２
日
な
ど
大
変
参
考
に
な
る

内
容
だ
っ
た
。
今
後
岸
講
師
の

活
躍
に
期
待
し
た
い
。

　
　
　
（
教
育　

舘
野　

太
郎
）

　

６
月
14
日
（
木
）（
株
）

YA
M

A
ZA

KI
２
Ｆ
に
て
前

橋
理
容
師
会
夜
間
講
習
会
が
行

わ
れ
た
。

　

今
回
は
新
任
の
岸
由
郎
講
師

に
よ
る
「
２
ｗ
ａ
ｙ
メ
ン
ズ
パ

ー
マ
」
と
題
し
て
ツ
イ
ス
ト
ス

パ
イ
ラ
ル
パ
ー
マ
を
作
っ
た
。

　

初
め
て
の
講
習
会
で
緊
張
し

て
い
る
様
子
も
あ
っ
た
が
、
と

て
も
手
際
が
よ
く
仕
上
が
り
ま

で
１
時
間
半
程
度
で
完
成
。
普

段
の
営
業
で
も
時
間
は
か
け
ず

に
効
率
的
に
し
て
い
る
と
い
う

講
師
。
通
常
で
あ
れ
ば
ツ
イ
ス

ト
ス
パ
イ
ラ
ル
だ
と
強
く
か
か

加
者
も
控
え
め
だ
っ
た
。
熱
中

症
対
策
の
た
め
、
通
常
は
３
ラ

ウ
ン
ド
の
プ
レ
ー
だ
が
２
ラ
ウ

ン
ド
に
変
更
し
て
行
っ
た
。

　

競
技
場
内
の
芝
の
伸
び
が
よ

く
、
な
か
な
か
良
い
ス
コ
ア
に

は
繋
が
ら
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

　

い
つ
も
な
ら
、
景
品
の
ホ
ー

ル
イ
ン
ワ
ン
賞
も
数
が
足
ら
な

　

５
月
13
日
（
月
）
高
崎
理
容

師
組
合
旅
の
会
の
企
画
で
「
赤

坂
迎
賓
館
~
築
地
場
外
~
豊
洲

　

千
客
万
来
」
へ
の
バ
ス
旅
行

が
39
名
参
加
で
開
催
さ
れ
た
。

　

あ
い
に
く
の
悪
天
候
だ
っ
た

が
、
赤
坂
迎
賓
館
の
白
く
優
雅

な
美
し
さ
に
は
歴
史
の
重
さ
が

感
じ
ら
れ
た
。

　

そ
の
後
、
日
本
の
魚
河
岸
の

旧
築
地
場
外
か
ら
新
豊
洲
市
場

へ
、
順
に
移
動
し
た
。

　

雨
の
影
響
で
外
国
人
観
光
客

も
少
な
め
だ
っ
た
が
、
時
代
を

感
じ
る
築
地
、
そ
し
て
最
新
の

　

ま
ず
築
地
本
願
寺
に
向
か
っ

た
。
築
地
本
願
寺
の
建
物
は
ア

ジ
ア
の
古
代
仏
教
建
築
を
模
し

た
外
観
デ
ザ
イ
ン
で
、
ス
テ
ン

ド
グ
ラ
ス
や
動
物
の
石
像
な

ど
、
よ
く
見
る
お
寺
の
雰
囲
気

と
は
違
っ
て
い
た
。

　

次
に
築
地
場
外
市
場
に
行
き

各
自
昼
食
。
話
で
は
聞
い
て
い

た
が
も
の
す
ご
い
数
の
外
国
人

観
光
客
で
賑
わ
っ
て
い
た
。

　

そ
の
後
、
東
京
タ
ワ
ー
に
昇

り
メ
イ
ン
デ
ッ
キ
か
ら
東
京
を

一
望
し
た
。
そ
の
一
角
に
「
ス

カ
イ
ウ
ォ
ー
ク
ウ
ィ
ン
ド
ウ
」

と
い
う
ガ
ラ
ス
の
床
が
あ
る
。

ま
る
で
空
中
に
浮
か
ん
で
い
る

様
な
独
特
の
ス
リ
ル
を
味
わ
う

事
が
出
来
た
。

　

最
後
の
目
的
地
の
豊
洲
市
場

「
千
客
万
来
」。
こ
こ
は
江
戸
の

街
並
み
を
再
現
し
た
商
業
施
設

で
市
場
の
隣
に
あ
り
、
新
鮮
な

魚
介
の
食
事
を
楽
し
め
た
。

　

食
後
、同
施
設
「
万
葉
の
湯
」

で
疲
れ
を
取
り
、
帰
り
は
東
京

　

５
月
20
日
（
月
）

ガ
ー
デ
ン
前
橋
レ
イ

ン
ボ
ー
ワ
ー
ル
ド
で

伊
勢
崎
支
部
ボ
ウ
リ

ン
グ
大
会
が
開
催
さ

れ
た
。

　

今
年
度
か
ら
伊
勢

崎
青
年
女
性
部
は
Ｉ

Ｓ
Ｊ
に
名
称
変
更
し

た
。
小
林
Ｉ
Ｓ
Ｊ
部

設
備
と
お
し
ゃ
れ
な
外
観
の
豊

洲
、
江
戸
時
代
か
ら
日
本
の
食

卓
を
支
え
繋
ぐ
両
施
設
は
外
国

人
も
訪
れ
た
い
と
思
う
観
光
地

だ
と
納
得
で
き
た
。
旅
の
会
の

方
々
の
気
配
り
も
あ
り
満
足
の

一
日
だ
っ
た
。

（
経
理　

松
澤　

君
枝
）

　

７
月
29
日（
月
）

太
田
市
新
田
陸
上

競
技
場
に
て
、
第

27
回
太
田
支
部
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
が
開
催
さ
れ

た
。

　

今
回
の
参
加
人

数
は
13
名
。
連
日

の
暑
さ
も
あ
り
参

熱が入る講習会

発
生
地
に
送
り
、
余
っ
た
タ
オ

ル
は
各
地
域
の
施
設
等
に
寄
贈

し
て
い
る
。
今
回
は
西
毛
地
区

担
当
で
碓
氷
支
部
が
担
当
と
し

て
、
松
本
支
部
長
と
他
役
員
で

施
設
に
行
っ
て
き
た
。

　
「
楽
聚
」
の
高
橋
理
事
長
は

「
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
」と
感
謝
の
意
を
示
し
た
。

　

毎
年
ご
協
力
い
た
だ
く
組
合

員
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
今
後
と
も
県
青
年
女
性
部

の
活
動
へ
の
ご
支
援
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
（
青
年
部　

野
林　

俊
之
）

長
、
坂
田
会
長
、
原
沢
組
織
部

長
の
挨
拶
で
は
じ
ま
り
、
会
長

の
始
球
式
で
ゲ
ー
ム
が
ス
タ
ー

ト
。
ゲ
ー
ム
方
式
は
女
性
・
子

供
30
ピ
ン
の
２
ゲ
ー
ム
ト
ー
タ

ル
戦
で
行
わ
れ
た
。
家
族
参
加

が
多
く
子
供
達
は
終
始
笑
顔
で

楽
し
ん
だ
。
プ
レ
イ
後
は
成
績

発
表
し
、
全
員
に
景
品
が
贈
ら

迎賓館赤坂離宮
　

６
月
３
日
（
月
）
伊
勢
崎
支

部
は
内
田
政
雄
監
事
運
転
で
、

東
京
日
帰
り
観
光
を
行
っ
た
。

タオル寄贈の様子

仲良くパチリ！

築地本願寺をバックに

入賞者記念撮影

く
な
る
の
で
は
︙
と
い
う
く
ら

い
だ
が
、
今
回
は
１
回
の
み
。

気
温
の
高
い
中
の
ゲ
ー
ム
だ
っ

た
が
、
上
位
者
は
い
つ
も
通
り

に
実
力
を
発
揮
し
た
よ
う
だ
。

結
果
は
以
下
の
通
り
。

　

優　

勝　
　
　

羽
鳥　

文
江

　

準
優
勝　
　
　

吉
澤　
　

雄

　

第
三
位　
　
　

岩
崎　

富
夫

　
　
　
（
広
報　

小
林　

美
雄
）

れ
た
。

　

今
回
参
加
出
来
な
か
っ
た
皆

様
、
来
年
お
待
ち
し
て
ま
す
。

　

７
月
22
日
（
月
）
安
中
市
の

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
楽
聚

（
ら
く
じ
ゅ
）」
に
５
１
４
枚
の

タ
オ
ル
を
寄
贈
し
た
。

　

県
青
年
女
性
部
で
は
、
毎
年

集
め
た
タ
オ
ル
を
全
国
の
災
害

の
ビ
ル
群
や
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の

夜
景
を
楽
し
み
な
が
ら
帰
宅
の

途
に
つ
い
た
。

　
　
　
（
広
報　

松
島　

雄
一
）

ら
当
日
は
雨
、
晴
れ
て
い
れ
ば

百
万
年
の
壮
観
な
地
層
景
色
を

楽
し
め
た
は
ず
だ
。

　

大
内
宿
で
は
、
時
空
を
超
え

た
よ
う
な
町
並
み
の
散
策
を
楽

し
ん
だ
。
そ
の
後
宿
泊
地
の
芦

ノ
牧
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
温

泉
、
地
料
理
、
美
酒
で
大
い
に

盛
り
上
が
っ
た
。

　

翌
朝
、
飯
盛
山
へ
と
出
発
。

１
８
３
段
の
階
段
を
昇
る
勇
者

た
ち
を
横
目
に
、
私
は
エ
ス
カ

レ
ー
タ
ー
を
利
用
し
て
昇
っ

た
。「
什
の
掟
」
に
従
い
、
戊

辰
戦
争
で
散
っ
た
白
虎
隊
十
九

士
の
墓
前
に
合
掌
し
た
。
少
年

た
ち
の
気
持
ち
を
考
え
る
と
、

感
慨
深
い
も
の
が
あ
る
。
世
界

唯
一
の
螺
旋
構
造
の
さ
ざ
え
堂

も
圧
巻
で
あ
り
、
下
界
に
戻
り

白
虎
隊
剣
舞
を
拝
見
し
、
鶴
ヶ

城
へ
と
向
か
っ
た
。

　

会
津
の
質
実
剛
健
な
想
い
を

感
じ
、
心
と
体
に
残
る
旅
で

あ
っ
た
。（組

織　

加
藤　

聖
子
）

　

６
月
３
、４
日
。
桐
生
支
部

は
会
津
へ
の
旅
行
を
開
催
し

た
。
那
須
で
昼
食
を
取
り
そ
の

後
「
塔
の
へ
つ
り
」
へ
向
か
っ

た
。
方
言
で
「
川
に
沿
っ
た
断

崖
」
を
意
味
す
る
。
残
念
な
が 鶴ヶ城前で記念撮影

前
橋
支
部夜

間
講
習
会

高
崎
支
部

支
部
旅
行
で
東
京
へ

太田支部

グラウンドゴルフ大会

伊勢崎支部
ボウリング大会

青
年
女
性
部

タ
オ
ル
寄
贈
式

伊
勢
崎
支
部

築
地
本
願
寺
の
旅

桐
生
支
部

会
津
芦
ノ
牧
へ
の
支
部
旅
行



み　　　　　や　　　　　ま 2024年（令和６年）９月30日（ 4 ）第207号

　

謹
ん
で
、
お
悔
や
み
申
し
上

げ
ま
す
。（
順
不
同
・
敬
称
略
）

堤　
　

武
一　

前
橋（
組
合
員
）

山
形
健
太
郎　

前
橋

堀
口　
　

眞　

高
崎（
組
合
員
）

宇
賀
神
良
作　
伊
勢
崎（
組
合
員
）

清
水
さ
つ
き　
伊
勢
崎（
組
合
員
）

綿
貫　

栄
子　

伊
勢
崎

壽
命　

洋
明　

太
田（
組
合
員
）

二
戸　

博
司　

渋
川

互
助
会
員
訃
報

編

集

後

編

集

後

記記

編

集

後

記

支
部
長　
　
　
　

野
村　

明
広

副
支
部
長
・
経
理
部
長

　
　
　
　
　
　
　

小
澤　

正
彦

副
支
部
長
・
総
務
部
長

　
　
　
　
　
　
　

清
水　

孝
志

組
織
部
長　
　
　

加
藤　

聖
子

事
業　

〃　
　
　

吉
澤　

博
臣

共
済　

〃　
　
　

今
泉　

哲
雄

文
化
広
報　

〃　

髙
橋　

克
実

教
育　

〃　
　
　

松
井　

透
光

青
年
部
長　
　
　

星
野　

篤
生

女
性　

〃　
　
　

森
下　

洋
子

監
事　
　
　
　
　

齋
藤
知
恵
美

〃　
　
　
　
　

真
貝　

健
一

顧
問　
　
　
　
　

阿
部　

勝
彦

〃　
　
　
　
　

福
田　
　

猛

広
報
部
長　
　
　

長
谷
川　

肇

青
年　

〃　
　
　

山
口　

直
紀

監
査　
　
　
　
　

肥
田
野
雅
布

〃　
　
　
　
　

武
藤　

孝
志

相
談
役　
　
　
　

須
永　

寛
司

〃　
　
　
　
　

谷
津　

益
男

副
支
部
長
・
組
織
・
事
業
・
出

張
理
容
部
長　
　

茂
木　

克
好

経
理
部
長
・
共
済
副
部
長

　
　
　
　
　
　
　

飯
塚　

丈
幸

教
育
・
広
報
部
長

　
　
　
　
　
　
　

長
滝　

健
一

共
済
・
青
年
女
性
部
長

　
　
　
　
　
　
　

野
林　

俊
之

監
事　
　
　
　
　

古
谷　
　

一

〃　
　
　
　
　

野
林　

昭
一

顧
問
・
出
張
理
容
担
当

　
　
　
　
　
　
　

須
藤　

博
美

出
張
理
容
担
当　

小
林　

恒
夫

相
談
役　
　
　
　

矢
嶌　

照
雄

副
支
部
長
・
経
理
部
長

　
　
　
　
　
　
　

永
井　

洋
平

共
済
・
事
業
部
長

　
　
　
　
　
　
　

川
浦　

永
太

教
育
・
広
報
〃　

藤
井　

哲
也

総
務
・
組
織
〃　

石
井　

英
幸

監
事　
　
　
　
　

青
柳　

文
明

〃　
　
　
　
　

高
津　

信
夫

ちゃんと応える医療保険（EVER）５日未満の入院給付金を
一律５日分支給。入院前後の通院給付や日帰り手術も保障します。

募集代理店
株式会社　安藤ライフサービス
〒370-2111 高崎市吉井町小串125
　  0120-30-5160

県内全域　　  0120-30-5160　　ご説明にお伺い致します。
　　　　　☎ 027-288-2938　　お気軽にお電話下さい。

　

役
員
改
選
が
終
わ
り
、
広
報

部
と
教
育
部
の
合
併
に
よ
り
教

育
広
報
部
と
な
っ
て
初
め
て
の

み
や
ま
が
無
事
発
行
と
な
り
ま

し
た
。

　

今
、
組
合
は
、
新
し
い
メ
ン

バ
ー
で
新
し
い
発
想
を
元
に
、

様
々
な
改
革
を
始
め
て
い
ま

す
。
こ
の
新
聞
を
通
し
て
組
合

の
活
動
内
容
を
皆
様
に
お
伝
え

す
る
と
と
も
に
、
新
聞
を
読
ん

だ
皆
様
に
、
喜
ん
で
い
た
だ
け

る
よ
う
な
充
実
し
た
内
容
の
新

聞
を
目
指
し
ま
す
。

　

各
支
部
の
行
事
や
ニ
ュ
ー

ス
、
ご
意
見
等
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
こ
れ
か

ら
も
新
し
い
メ
ン
バ
ー
で
頑
張

っ
て
い
き
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
教
育
広
報
部
長　

信
澤　

健
生
）

顧
問　
　
　
　
　

大
塚　

良
修

〃　
　
　
　
　

安
濟　

一
男

支
部
長　
　
　
　

信
澤　

健
生

総
務
部
長　
　
　

石
井　

英
文

組
織　

〃　
　
　

渋
澤　
　

均

経
理　

〃　
　
　

中
原　

章
雄

教
育
・
事
業
〃　

舘
野　

太
郎

共
済　

〃　
　
　

生
方　

康
弘

文
化
広
報　

〃　

皆
川　

高
士

監
事　
　
　
　
　

井
上　

誠
一

〃　
　
　
　
　

大
久
保　

徹

顧
問　
　
　
　
　

棚
澤　

将
男

事
務
長　
　
　
　

岡
野　

文
隆

支
部
長　
　
　
　

日
向
野
文
吉

総
務
・
共
済
部
長

　
　
　
　
　
　
　

竹
鼻　

幸
雄

組
織
・
事
業
〃　

永
井　

哲
雄

教
育
・
広
報
〃　

岸　
　

由
郎

経
理　
　
　

〃　

松
澤　

君
枝

青
年
部
長　
　
　

飯
塚　

勇
介

監
事　
　
　
　
　

小
高　

慎
也

〃　
　
　
　
　

原　
　

信
行

顧
問　
　
　
　
　

小
林　

真
澄

名
誉
顧
問　
　
　

吉
野　

信
一

支
部
長　
　
　
　

坂
田　

和
典

副
支
部
長
・
経
理
部
長

　
　
　
　
　
　
　

阿
久
津
成
利

総
務
・
事
業
部
長

　
　
　
　
　
　
　

髙
橋　

信
博

組
織　

〃　
　
　

原
沢　

博
幸

教
育　

〃　
　
　

大
和　

淳
人

共
済　

〃　
　
　

福
島　
　

智

文
化
広
報　

〃　

松
島　

雄
一

監
事　
　
　
　
　

内
田　

政
雄

〃　
　
　
　
　

山
田　

浩
孝

相
談
役　
　
　
　

綿
貫　

晴
通

〃　
　
　
　
　

橋
本　

哲
夫

名
誉
顧
問　
　
　

清
水　

良
侑

〃　
　
　
　

大
島　

誠
有

〃　
　
　
　

松
島　

勝
年

〃　
　
　
　

清
水　

敏
夫

Ｉ
Ｓ
Ｊ
部
長　
　

小
林　

正
人

Ｉ
Ｓ
Ｊ
副
部
長　

毒
島　

聖
子

支
部
長　
　
　
　

横
塚　

千
明

副
支
部
長
・
経
理
部
長

　
　
　
　
　
　
　

福
島　
　

満

副
支
部
長
・
共
済
部
長

　
　
　
　
　
　
　

増
山　
　

宏

総
務
組
織
部
長　

新
島　

重
之

教
育　

〃　
　
　

古
沢
実
池
夫

事
業　

〃　
　
　

島
田　

久
史

支
部
長　
　
　
　

田
島　
　

院

副
支
部
長
・
総
務
・
経
理
部
長

　
　
　
　
　
　
　

高
木　

勝
章

副
支
部
長
・
組
織
部
長

　
　
　
　
　
　
　

吉
澤　
　

雄

教
育
部
長　
　
　

遠
藤　

和
洋

広
報　

〃　
　
　

小
林　

美
雄

共
済　

〃　
　
　

内
山　

智
規

事
業　

〃　
　
　

石
塚　

泰
也

経
理
副
部
長
・
広
報
副
部
長

　
　
　
　
　
　
　

安
井　

正
人

組
織
副
部
長
・
青
年
部
長

　
　
　
　
　
　
　

金
井　

孝
之

監
事　
　
　
　
　

岩
崎　

富
夫

〃　
　
　
　
　

新
井　

康
弘

顧
問　
　
　
　
　

岩
崎　

富
夫

相
談
役　
　
　
　

今
泉　

森
夫

支
部
長　
　
　
　

田
村　
　

明

副
支
部
長
・
組
織
部
長

　
　
　
　
　
　
　

西
本　

康
人

副
支
部
長
・
総
務
部
長

　
　
　
　
　
　
　

生
方　

恭
一

経
理
部
長　
　
　

長
谷
川　

功

教
育　

〃　
　
　

本
多　
　

工

共
済　

〃　
　
　

阿
部　

賢
一

文
化
広
報
〃　
　

本
多　

由
紀

事
業　

〃　
　
　

佐
々
木
幸
男

青
年　

〃　
　
　

木
暮　

一
也

相
談
役　
　
　
　

小
坂　

惠
一

監
事　
　
　
　
　

宮
田　

俊
廣

〃　
　
　
　
　

小
島　

秀
夫

〃　
　
　
　
　

阿
部　

永
江

支
部
長　
　
　
　

金
井　

照
夫

副
支
部
長　
　
　

茂
木
祐
一
郎

支
部
長　
　
　
　

茂
木　

邦
行

総
務
・
文
化
広
報
部
長

　
　
　
　
　
　
　

植
草　

茂
義

組
織
・
共
済
〃　

福
富　
　

守

経
理　

〃　
　
　

山
田　

浩
隆

教
育　

〃　
　
　

下
山　

雅
志

事
業　

〃　
　
　

會
根　

春
雄

青
年
女
性
部
長　

佐
藤　

将
司

監
事　
　
　
　
　

中
山　

慎
二

〃　
　
　
　
　

梅
沢　

英
雄

顧
問　
　
　
　
　

神
林　
　

尚

相
談
役　
　
　
　

今
井　
　

勇

支
部
長　
　
　
　

松
本　

眞
吾

副
支
部
長
・
総
務
部
長

　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

貴
雄

支
部
長　
　
　
　

山
口　

幸
一

副
支
部
長
・
総
務
・
経
理
部
長

　
　
　
　
　
　
　

久
保
弥
寿
志

組
織
部
長　
　
　

金
子　

新
一

教
育　

〃　
　
　

小
林　

城
司

共
済　

〃　
　
　

畑
井　

嘉
幸

事
業　

〃　
　
　

奥
木　

一
臣

文
化
広
報
〃　
　

滝
澤　

直
人

青
年
部
長　
　
　

樋
口　

和
也

監
事　
　
　
　
　

山
田　

克
昌

〃　
　
　
　
　

長
谷
川
浩
一

支
部
長　
　
　
　

野
口　

忠
司

副
支
部
長
・
総
務
組
織
部
長

　
　
　
　
　
　
　

岸　
　

一
幸

副
支
部
長
・
教
育
広
報
部
長

　
　
　
　
　
　
　

小
澤　

和
彦

経
理
・
共
済
部
長

　
　
　
　
　
　
　

飯
塚　

健
二

事
業　

〃　
　
　

中
山　

文
男

顧
問　
　
　
　
　

木
村　

次
夫

監
事　
　
　
　
　

小
嶋　

義
洋

〃　
　
　
　
　

鈴
木　
　

均

前
橋
支
部

桐
生
支
部

高
崎
支
部

伊
勢
崎
支
部

令和６～８年度令和６～８年度
各支部新役員紹介各支部新役員紹介

邑
楽
支
部

太
田
支
部

利
根
沼
田
支
部

渋
川
支
部

甘
楽
支
部

碓
氷
支
部

吾
妻
支
部

多
野
支
部


